
最優秀賞

藤川　直大君
車尾小４年

優秀賞 特別賞

庄司　朱里さん日進小５年
河野あかりさん就将小５年

石谷　希美さん義方小５年 井島　希香さん青谷小２年

２０５０年 わたしたちが描くゼロカーボンのまち

こどもゼロカーボン
チャレンジ2022

入賞作品

日常生活でできるエコな取り組みを

たくさん思いつきました。ソーラーパ

ネルを道路に張ることで、電気自動車

の充電が、いつでもどこでもできるよ

うになればいいと思います。
米子高専のジュニアドクター育成

塾で学んだ３Ｄプリンターの知識
を 作品に取り入れました リフュー
ズ リデュース リユース リサイク
ルの４Ｒは 日常生活で実践しやす
いものを考えました

人々が持つバッテリーで発電し
車や家などで電気が使えるような社
会になればいいなと思います ソー
ラーパネルとともに 自然の力で電
気を生み出すことができる社会にな
ってほしいです

太陽光発電で作った電気で水を電気分解

して 水素を作って車に使います テレビの

科学番組で水素自動車を知り 図書館で本

を借りて勉強もしました2050年は脱炭素

エネルギーで社会が成り立つ 持続可能な

社会になればいいと思います

どんなエコ活動を家でやっている
かを考えて それを描きました 絵を
見た人が何をしているのか 分かり
やすくなるように工夫しました

小学生に2050年の脱炭素社会の実現に向けたアイデアを募集する「こどもゼロカーボンチャレンジ」が実施され、

知識力や独創力、表現力などをポイントに審査した結果、車尾小４年の藤川直大君が最優秀賞に選ばれた。

鳥取県は「とっとりエコライフ構想（愛称＝トットリボーン！）を推

進している。環境と健康を守りながら快適に賢く住まうライフスタイル

への転換を図るとともに エネルギーの地産地消などによる地域経済の

活性化により 環境と経済の好循環による2050年脱炭素社会の実現を目

指す 構想の柱のテーマとして 環境と健康にやさしく暮らしはたらく

建物等の省エネ ▽再生可能エネルギーを地産地消▽スマートムーブで

暮らす▽森林整備や森林資源の活用－の四つを掲げている

構想の大きな特徴は 従来の我慢を強い

る省エネのイメージを払拭して ライフス

タイルの転換を図ろうとしていること 県

民が楽しく お得に省エネなどのエコライ

フにチャレンジできるように 県は本年度

とっとりエコライフキャンペーン に取り

組んでいる
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